
ものづくり産業における
DXの現在地

株式会社日本総合研究所
通信メディア・ハイテク戦略グループ

上席主任研究員/シニアマネジャー 小竹 庸平 氏

プログラム

開会挨拶

解析ソフトでできることと有効性

株式会社三井住友銀行 常務執行役員 神戸法人営業本部長 結城 元紀

60分

講演

株式会社CAEソリューションズ
FOCUSテクニカルセンター 所長 田倉 啓之 氏

ものづくりDXセミナー
～A I ・シミュレーションによる製品開発の効率化～

参加

無料

製造業では、原材料費や人件費の上昇、専門人材の確保・育成が重要な経営課題となっています。

こうした中、AIやシミュレーションを活用し、開発プロセス効率化、製品競争力の向上につなげる取組が注目されています。

本セミナーでは、ものづくり産業におけるDXの最新動向や、製造プロセスにおけるシミュレーション活用の可能性について、

また、産学連携による情報系人材の育成、神戸に立地するFOCUSスパコンの利用方法・サポート体制もご紹介します。

「DXに取り組みたいが、何から始めればよいか分からない」

「開発・試作にかかるコストや時間を見直したい」、「専門人材の確保・育成や、大学等との連携に関心がある」

このような課題をお持ちの企業の皆さまに、ぜひご参加いただきたい内容です。

システム情報学部の新設と
企業連携による人材育成

神戸大学大学院システム情報学研究科長
教授 臼井 英之 氏

スーパーコンピュータことはじめ
～スパコン活用の第一歩はFOCUSから～

（公財）計算科学振興財団 普及推進グループ 
担当課長 高橋 太一 氏 

閉会挨拶 神戸市企画調整局 局長（医療産業担当） 森 浩三 氏

講演

（休憩）

開催概要

8月 20日 木

2026年

15:00 17:00
申込方法 裏面をご参照 申込締切 8月17日(月)

会場 ANCHOR KOBE
（神戸市中央区加納町4-2-1 神戸三宮阪急ビル 15階）

共催
株式会社三井住友銀行
神戸市、（公財）計算科学振興財団

後援 神戸大学大学院システム情報学研究科



お申込み方法

お申込み希望の方は、以下メールアドレス宛に、必要事項を記載の上、ご連絡いただけますと幸いです。

担当：石井 ishii_tomoya@dn.smbc.co.jp

必要事項：会社名、所属部署、肩書、氏名、電話番号、メールアドレス

株式会社三井住友銀行 公共・金融法人部（神戸）/石井

Tel   : 090-9713-2118

E-mail : ishii_tomoya@dn.smbc.co.jp

本セミナーに関する
お問い合わせ

各プログラムの講演者及びテーマについては、予告なく変更させていただく場合や、各プログラムの進行によっては、

予定時刻が前後する場合がございます。予めご了承ください。

お申込みいただきましたお客さまの情報は、株式会社三井住友銀行及び神戸市、公益財団法人計算科学振興財団、国立大学法人神戸大学、株式会社日本総
合研究所、株式会社CAEソリューションズにおいて共有の上、適切に管理し、本イベントの運営及び今後のセミナーのご案内等・情報提供業務のために利用
させていただきます。

■下記利用目的をご確認の上、ご記入ください。

●お客さまの個人情報の利用目的について

私どもは個人情報の保護に関する法律（平成15年5月30日法律第57号）に基づき、お客さまの個人情報を、預金や融資業務のほか、銀行が営むことがで
きる業務およびこれらに付随する業務において、下記利用目的で利用いたします。

金融商品やサービスの申込受付、資格等の確認、継続的なお取引における管理、融資取引やリスク商品等の適合性の判断、金融商品やサービスの研究や開
発、各種ご提案、お取引の解約や事後管理、権利の行使や義務の履行、与信業務における個人信用情報機関の利用、委託業務の遂行等、お客さまとのお取
引を適切かつ円滑に履行するため。

なお、個人信用情報機関より提供を受けた個人信用情報、ならびに金融分野における個人情報保護に関するガイドラインに定められた機微（センシティブ）情
報は、銀行法施行規則等に基づき限定されている目的以外では利用いたしません。

＜ご留意点＞

登壇者のご紹介

株式会社日本総合研究所 通信メディア・ハイテク戦略グループ 上席主任研究員・シニアマネジャー

小竹 庸平 氏

株式会社CAEソリューションズ FOCUSテクニカルセンター 所長

田倉 啓之 氏

神戸大学大学院 システム情報学研究科長

臼井 英之 氏

公益財団法人計算科学振興財団 普及推進グループ 担当課長

高橋 太一 氏

⚫ 2009年、京都大学から神戸大学大学院システム情報学研究科教授として着任
⚫ 月・惑星・宇宙機環境を対象としたスーパーコンピュータ利用研究に従事
⚫ 2024年度より大学院システム情報学研究科長、2025年度よりシステム情報学部長
⚫ 企業との連携による人材育成・産学連携活動を推進

⚫ 2009年、（公財）計算科学振興財団 入所
⚫ FOCUSスパコンの運用部門等を経て、2017年より現職
⚫ FOCUSスパコンやスーパーコンピュータ「富岳」の産業利用促進、利用者開拓に従事

⚫ CAD/CAE業界歴30年
⚫ 神戸には2011年より赴任し、解析ソフトをスパコンで利用する団体・企業の支援業務に従事
⚫ 解析ソフトを使用することにより「ものづくり」における時短や費用圧縮といった有効性のお話をいたします

⚫ 2010年、株式会社日本総合研究所に入社し、通信・メディアハイテク戦略グループに所属
⚫ 同領域のコンサルティングに加えて、中堅・中小企業の全社改革や事業戦略策定にも従事
⚫ DX関連では、AI活用による各産業でのユースケース分析や影響分析、IoT・DX関連の新規事業検討、
製造業や鉄道業・卸売業のDX推進や業務改革支援等に従事
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